






要約 一過性骨髄異常増殖症(TAM)の発生機構を明らかにした。TAM 患者の表現型(ダウン

症候群または非ダウン症候群)に拘らず、TAM 中に増殖するのは trisomy21 細胞であり、そ

の過剰 21 番染色体は親の相同染色体の片方が重複したものであった。即ち、TAMは遺伝子

病である。1例の腕内逆位をもつ患者および種々の RFLP をマーカーとした染色体交叉の分

析から、TAM の遺伝子座は 21q11.2 であると決定した。 


